
〔
第
165
回
、
第
167
回
明
専
塾
〕

10
周
年
記
念
明
専
塾
・
祝
賀
会

明
専
会
副
会
長

石
橋

一
郎
（
制
56
）

２
０
０
８
年
12
月
８
日
に
第
１
回
明
専

塾
が
開
か
れ
て
以
来
、
２
０
１
８
年
12
月

で
ち
ょ
う
ど
10
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
12

月
７
日（
金
）の
戸
畑
で
の
第
165
回
明
専
塾

（
安
川
電
機
グ
ル
ー
プ
）
と
、
10
日（
月
）

の
飯
塚
で
の
第
167
回
明
専
塾
（
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
情
報
工
学
部
Ｏ
Ｂ
）
が
10

周
年
記
念
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
懇
親
会

も
「
祝
賀
会
」
と
銘
打
ち
、
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
長
・
副
学
長
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
前
者
に
は
安
川
電
機
側
の
窓
口

担
当
者
と
し
て
、
後
者
に
は
明
専
会
副
会

長
と
し
て
両
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
致
し
ま
し

た
の
で
、
本
記
事
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た

次
第
で
す
。

【
明
専
塾
と
は
】

明
専
塾
と
は
、
母
校
百
周
年
記
念
と
し

て
企
業
の
社
員
で
あ
る
明
専
会
員
が
学
生

に
対
し
て
講
演
し
、
直
接
学
生
達
と
懇
談

を
す
る
機
会
も
設
け
る
こ
と
で
明
専
会
も

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
大
学
に
協

力
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
明
専
会

高
原
会
長
（
当
時
は
副
会
長
）
が
提
案
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
第
１
回
は
明
治

専
門
学
校
の
生
み
の
親
で
も
あ
る
安
川
電

機
が
依
頼
を
受
け
て
開
催
し
た
の
で
し
た
。

手
探
り
状
態
で
始
ま
っ
た
明
専
塾
も
、
だ

ん
だ
ん
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
き
て
多
く

の
企
業
（
行
政
機
関
・
公
的
団
体
含
む
）か

ら
実
施
希
望
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
最
近

は
年
に
20
回
程
度
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
戸
畑
で
は
希
望
し
て
も
日
程
の
都
合

で
開
催
で
き
な
い
企
業
も
出
る
く
ら
い
盛

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
か
ら

も
、
同
窓
会
と
連
携
し
た
他
大
学
に
見
ら

れ
な
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
活
動
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
他
が
真
似
で
き

な
い
理
由
は
、
次
の
２
点
だ
と
思
い
ま
す
。

①
卒
業
生
（
そ
の
所
属
企
業
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
。
講
師
の
旅
費
な

ど
は
大
学
・
明
専
会
も
支
出
し
ま
せ
ん
。

②
懇
親
会
費
は
明
専
会
が
負
担
し
て
い
る

こ
と
。
企
業
に
と
っ
て
は
学
生
を
接
待

す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
好
都
合
で
す
。
大
学
側
も

費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
学
生
・
卒
業
生
・
卒
業
生
所

属
企
業
・
大
学
・
大
学
の
先
生
の
そ
れ
ぞ

れ
に
と
っ
てW

in-W
in-W

in-W
in-W

in

の
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

【
今
回
の
明
専
塾
の
報
告
】

■
戸
畑
■

10
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
安
川
電

機
の
小
笠
原
浩
社
長
（
情
54
）
に
最
初
に

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、い
き
な
り「
私

は
大
学
へ
は
５
年
通
っ
た
」
と
い
う
話
か

ら
切
り
出
さ
れ
、
学
生
も
び
っ
く
り
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
テ
ス
ト
の
成
績
よ
り
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
お
伝
え
し
た
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
坂
本
雅
宏
氏
（
制
63
）
か
ら
ロ

ボ
ッ
ト
事
業
、
出
光
利
明
氏
（
電
56
）
か

ら
モ
ー
タ
づ
く
り
の
歴
史
、
松
浦
勝
彦
氏

（
子
60
）
か
ら
安
川
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
㈱
と

㈱
ベ
ス
タ
ク
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

紹
介
（
リ
ー
ド
リ
レ
ー
「
ベ
ス
タ
ク
ト
」

の
実
物
回
覧
含
む
）、
箱
田
貴
久
氏
（
情

知
Ｈ
５
）
か
ら
、
安
川
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱

（
変
更
予
定
の
新
社
名
Ｙ
Ｅ
デ
ジ
タ
ル

㈱
）
の
技
術
の
紹
介
（
実
際
に
客
先
で
使

用
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
な
ど
）
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
て
い
た
先

生
方
も
興
味
深
く
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

複
数
の
入
社
数
年
目
の
九
州
工
大
卒
の

若
手
社
員
か
ら
の
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

紹
介
な
ど
も
取
り
込
み
、
学
生
と
講
師
の

年
齢
差
を
補
い
ま
し
た
。

安川電機 小笠原社長のご挨拶
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祝
賀
会
で
は
、
花
本
剛
士
（
電
59
）
生

命
体
工
学
研
究
科
長
の
司
会
で
、
尾
家
学

長
、
中
島
喜
満
（
金
43
）
明
専
会
副
会
長

（
高
原
会
長
が
急
遽
出
席
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
代
理
）、
吉
田
一
昭
（
子
54
）
ベ

ス
タ
ク
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
長
か

ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
赤
星
副
学
長
の
ご
発

声
で
の
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。
高
見
門
司

支
部
長
や
尾
仲
理
事
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
３
人
の
方
々
に
よ
る
、
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト

式
も
行
わ
れ
た
の
に
は
び
っ
く
り
致
し
ま

し
た
。
準
備
さ
れ
て
い
た
明
専
会
事
務

局
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

■
飯
塚
■

海
外
で
活
躍
中
の
二
人
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
形
式
の
明
専
塾
と
な

り
ま
し
た
。お
二
人
と
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社LEA

N
PLU

M

の
米
田
匡
克
氏
（
情
知
Ｈ
３
）
と
大
塚
製

薬
の
﨑
山
基
行
氏
（
情
生
Ｈ
10
）
で
す
。

「
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
お
名
前
」
と

思
い
出
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
明

専
会
報
874
号
の
「
九
州
工
大
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
特
集
」
で
投
稿
さ

れ
て
い
た
お
二
人
で
す
。
米
田
氏
は
そ
の

投
稿
時
と
は
別
の
現
会
社
に
移
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
講
演
で
も
、
自
分
は
自
分
の

実
力
で
会
社
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
り
、

会
社
を
渡
り
歩
け
る
よ
う
な
、
英
語
を
駆

使
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間

を
目
指
し
て
き
た
、
と
い
う
講
演
で
し
た
。

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
驚
き
ま
し
た
。

学
生
に
対
し
て
も
「
自
分
の
会
社
に
来
て

ほ
し
い
」
と
い
う
Ｐ
Ｒ
は
な
く
、
後
で
聞

い
た
の
で
す
が
、「
や
は
り
新
卒
で
は
会

社
の
要
求
を
満
た
せ
ず
、
実
力
の
付
い
た

技
術
者
の
中
途
採
用
を
し
て
い
く
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
一
般
に
明
専
塾
は
、
先
輩

が
後
輩
に
自
社
へ
入
社
す
る
よ
う
に
自
社

の
良
い
点
を
Ｐ
Ｒ
す
る
わ
け
で
す
が
…
。

片
峯
恵
一
（
情
機
Ｈ
４
）
准
教
授
・
明
専

会
理
事
の
弁
に
よ
れ
ば
、
米
田
氏
の
講
演

が
明
専
塾
の
原
点
か
も
、
と
の
こ
と
。

大
塚
製
薬
の
﨑
山
氏
は
、
タ
イ
大
塚
製

薬
の
社
長
の
任
期
を
終
え
て
、
次
の
イ
ン

ド
へ
の
赴
任
の
た
め
に
日
本
に
一
時
的
に

滞
在
し
て
い
る
時
間
を
縫
っ
て
の
講
演
で

し
た
が
、
こ
ち
ら
は
し
っ
か
り
と
大
塚
製

薬
の
Ｐ
Ｒ
も
さ
れ
て
お
り
、
少
し
安
心
致

し
ま
し
た
。

飯
塚
の
明
専
塾
の
司
会
進
行
を
さ
れ
た

の
は
本
田
あ
お
い
准
教
授
（
情
知
Ｈ
３
）

で
し
た
が
、
米
田
氏
と
同
期
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
学
生
達
に
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
学
生
の
参
加
者
は
、
い
つ

も
の
飯
塚
で
の
明
専
塾
の
倍
近
く
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
祝
賀
会
も
戸
畑
と
同
様
な

ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
、
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
式

も
同
様
に
実
施
さ
れ
、
同
窓
の
絆
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

（
㈱
安
川
電
機
）

吉田社長、尾家学長、中島明専会副会長による
ケーキカット

戸畑の明専塾10周年記念祝賀会

飯塚の明専塾の様子

﨑山氏、石橋、梶原学部長、米田氏による
ケーキカット
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